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YOKE日本語教室 教室活動例集 

● 今日の目標  
自分の主食やおすすめ料理を通して、学習者同士が食文化の 

共通点や違いを理解出来るように情報を交換する。 
 

● 活動の進め方  

主食について比較をする。出身国のおすすめ料理を紹介し特徴に 

ついて説明する。日本での調理のことばを学び、日本食についても意見交換をする。 

 

● ワークシート（原寸大ｐ32,33 参照） 

● 活動で工夫したこと 
同じ主婦（夫）の属性で、特に料理好きの学習者達。知識も豊富なので、日本での料理の基本的な単語

を理解するようにイラストなどを使い説明しました。  

● 活動の流れ・ポイント 
１．最初に、主食に関する単語と料理に関することばを確認します。 

２．イラストや写真を使って、主食について話をします。 

３．学習者が主食について話をし、お互いに意見交換します。 

４．出身国のおすすめ料理があれば具体的に話をします。お互いに質問する時間を持ちます。 

５．日本での料理の動作と単語、イラストを使って説明します。好きな日本料理について話をします。 

６．自分のおすすめ料理レシピ作りが、宿題となりました。 

グループ活動の進め方例   テーマ 『 料理 』 

トピック６＜私の主食とおすすめ料理 ＞ 

グループＣ：主婦(夫)の友 

「属性」（背景）の似たグループ 

●担当した日本語サポーターから 
このトピックは 2 回連続で実施しました。初回に主食や料理に関することばを学びました。主食の違いを
理解することで、学習者同士の話が深みのある意見交換の場になりました。その後自国のおすすめ料理レ
シピを全員で交換することができ、ほかのメンバーのレシピをもとに実際に料理を作る人もいました。材
料や料理方法についてお互いに情報の交換もしました。宿題で書いてきたレシピの完成度は非常に高く、
驚くほどでした。 

 

 




